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水道施設において必要な設備の運転、点検又は整備の業務 

 

１ 業務の概要 

○ 水道法に規定する水道施設における水の供給に必要な設備の運転、点検又は整備の業

務。 

○ 具体的には、沈砂池、着水井、沈殿池、ろ過施設、等の設備の運転、点検又は整備の

業務（対象設備は次ページを参照）。 

  ・ 沈砂池 

原水中の砂を除去するための設備。 

  ・ 着水井 

浄水場などへ流入する原水の水位動揺を安定させ、水位調節と流入量測定を行うた

めに設ける池あるいはマス（桝）のこと。 

  ・ 沈殿池 

懸濁物質や凝集作用で成長したフロックを沈澱分離し、後続のろ過施設にかかる負               

担を軽減する目的で設置されるもの。 

  ・ ろ過施設 

粒状物を充填した層、膜等に水を浸透通過させて懸濁物を除去する施設。 

 

２ 専門性等 

 ○ 水道により供給される水は、水道法により、水質基準（有毒物質を含まないことや異

常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと等）が定められており、基準に適合した水を供

給することができているかの判断には、専門的な知識・技術・経験が必要となる。 

 

 ○ 浄水処理を行うため、水中の小さなごみを集めて大きな塊にする凝集剤や PH 値を調

整するためのアルカリ剤、殺菌や酸化のための塩素、脱臭のための活性炭など各種薬品

を扱っており、水質や量によって薬品の量や種類を決める必要があるため、業務の遂行

のためには専門的な知識・技術・経験が必要となる。 

 

３ 緊急性 

○ 東日本大地震によって、施設や設備等が破壊・故障し、仮設備や応急復旧した設備を

用いるなど、通常の運転・点検・整備とは異なる運転等を求められるため、業務量が増

加している。 

 

 

資料４ 



水道施設における対象設備（イメージ） 

取水設備 河川や地下水から良質な原水を安定して取水する設備。 

沈砂池設備 原水中に含まれる土や砂等の汚濁物質を沈降させる設
備。 

着水井設備 
導水された水量を安定させることで、後工程の薬品注入、
沈殿、ろ過等の浄水処理を安定的に行うようにする設備。 

沈殿池設備 

凝集・沈殿処理した水を砂等のろ材を通して、ろ過する
設備。 

導水ポンプ設備 取水した水を着水井へ送水する設備。 

ろ過設備 

ろ過水の消毒、後段の配水系統での汚染を防止するた
めに塩素剤を注入する設備。 

懸濁物質やフロックの大部分を重力沈降させ、分離除去
を行う設備。 

消毒設備 

浄水処理過程から排出される汚泥やろ過池洗浄排水及
び洗砂排水を処理する設備。発生した汚泥は、自然乾燥
や脱水することで、減容化して、場外搬出する。 

消毒した水を各地域に給水するための設備。 配水ポンプ設備 
配水池設備 

排水処理設備 

※      ：対象となる設備     

※ 上記の設備と同様の機能を有する設備や、上記の設備の運転等のために必要な設備等の関連する設備も
対象設備に含まれる。 2 


